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16 章：肉用牛および乳用牛からの E. coli O157:H7 と 

Listeria monocytogenes の排泄 

はじめに 

米国の CDC（疾病管理予防センター）は、Escherichia 

coli （E. coli） O157：H7と Listeria monocytogenesを主要

な食品が媒介する病原細菌としている（CDC、2014）。牛

挽肉は、ヒトにおけるE.coli O157：H7による食中毒と最も

密接に関連しており、牛由来食品は発生の約 75％と関

連がみられる（USDA-APHIS、1997; Vugiaら、2007 ）。牛

の直腸粘膜上皮（Naylorら、2003; Gyles、2007; Hussein、

2007）および糞便（Callaway ら、2003; Berg ら、2004; 

Jacobら、2008a、b）には E.coli O157：H7が存在する。実

際の研究報告によると、牛の30％以上がE.coli O157：H7

を保菌していることが明らかにされている（Callaway ら、

2006; Reinsteinら、2007; Stanfordら、2005）。 

反すう家畜からの病原細菌の排泄には、飼料、飲水、

家畜の年齢、季節など多くの要因が影響している（Caro

ら、1990; Bachら、2002; Renter and Sargeant、2002; Hoら、

2007）。牛舎内の E.coli O157：H7 を含む堆肥は、飲水や

灌漑用水を汚染し、他の牛に感染を拡げる可能性があ

る（Hill ら、2006; LeJeune ら、2001; Sargeant ら、2003; 

Thurston-Enriquez ら、2005）。飼料はこれらの病原細菌

の糞便への排泄に関連している可能性がある重要な因

子であると考えられているが、穀類、穀類副産物および

粗飼料の相対的な影響は明確ではない。  Diez‐

Gonzalez ら（1998）による初期の研究では、穀物から乾

草主体の飼料に急激に変更すると、一般的に、E.coli 菌

数が著しく減少することを報告している。しかし、その後

の研究では、さまざまな結果が報告されている（Hancock

ら、2000; Hovdeら、1999; Keenら、1999）。 

Listeria monocytogenes（L. monocytogenes）は牛の糞

便中にも存在している（Pell、1997; Pauly ら、1999）。いく

つかの Listeria 属の細菌（L. innocua、L. monocytogenes

および L. welshimeri）は、健康な肉用牛の糞便の 9〜

35％に存在することが確認されている（Siragusa ら、

1993）。 Skovgaard and Morgen（1988）は、酪農場 7か所

から採取した糞便およびサイレージから Listeria spp. が

検出され、Rysterら （1997）は、採取したサイレージ 129

試料および乾草サイレージ 35 試料の 2％から L.. 

monocytogenes を分離している。これらの結果は、サイ

レージが牛への L.. monocytogenes感染における潜在的

な危険因子となっている可能性を示している。ただし、今

のところ、肉用牛と乳用牛における飼料組成の違いと病

原細菌の排泄との直接的な関係を示す明らかな証拠は

ない。 

E.coli O157：H7と L. monocytogenesによる牛肉と牛乳

汚染の可能性への懸念と、飼料の組成が汚染リスクに

潜在的な役割を担う可能性への懸念のために、DDGSを

肉用牛および乳用牛に給与した際に、それがリスク要因

となっているのか否かを判断するためには、給与試験結

果の解析が重要である。 

DDGS は E. coli O157：H7 の排泄を増加

させるのか? 

様々な種類の細菌が環境の至る所に存在しており、ト

ウモロコシ併産物にもそれらは存在している。しかし、穀

類と粗飼料の割合および牛用飼料中の CP（粗たん白質）

含量は、より大きな要因となっている可能性がある

（Biswasら、2016）。 

最初の報告では、スコットランドにおける子牛飼育現

場において、DDGSの給与によりE. coli O157：H7の排泄

量が増加したことが報告されている（Synge ら、2003）。こ

の報告に続いて公表された Dewell ら（2005）の報告では、

牛に対して発酵併産物（distiller’s grains）を給与すると、E. 

coli O157 排泄の可能性が 6 倍以上高まることを明らか

にしている。 2007年、米国内での牛挽肉におけるE. coli 

O157：H7汚染の増加理由の究明に対する関心が急激に

高まった。ちょうどこの時期に、エタノール発酵における

発酵併産物の製造量と牛用飼料原料としての使用量が

指数関数的に増加していたため、発酵併産物の給与が

一因ではないかとの疑念が浮上した。これを契機として、

牛に対するDDGSの給与と、牛肉における E. coli O157：
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H7 汚染率の増加との間の関連性についての検討が始

まった。カンザス州立大学の研究者らによる報告（Jacob

ら、2008a、b、c）では、フィードロット牛に対して DDGS を

含む飼料を給与し、E. coli O157：H7 の感染率は低く、そ

の排泄状況にも一貫性がなかったとの結果が得られて

いたにも関わらず、DDGS を給与したフィードロット牛で

は、糞便中の E. coli O157：H7 が増加すると結論付けて

いたため、一連の論争の的となった。 

しかし、ネブラスカ大学の研究者らによる報告

（Peterson ら、2007）では、発酵併産物を乾物で 50％含

む飼料を給与すると E. coli O157：H7 の排泄が見られた

が、排泄量はDDGSを含まない飼料を給与した場合と差

がなく、Jacob ら（2008a、b、c）の報告とは一致していな

い。 

さらに、Nagaraja ら（2008）は、DDGS 無添加の対照飼

料と DDGS を含む飼料を 150 日間給与した合計 700 頭

の牛から採取した排泄物からの E. coli O157：H7の分離

割合は 5.1％と全体的に低く、DDGS の給与が E. coli 

O157：H7 排泄に影響しないことを示している。さらに、

Jacob ら（2009）は、以前の研究とは対照的に、乾燥圧ペ

ントウモロコシまたは DDGS を給与した牛では E. coli 

O157：H7とSalmonella spp,の排泄には差がなかったと報

告している。 

Callawayら（2010）は、DDGSを穀物サプリメントと25ま

たは 50％置換した飼料をフィードロット牛に給与し、ルー

メンと糞便中の細菌叢の変化を調査し、DDGS の給与に

より細菌叢に変化が生じることと、ルーメン pH が低下す

ることを報告した。Biswas ら（2016）は、乳用牛に対して

粗飼料の割合が高い、高 CP 飼料を給与すると、E. coli 

O157：H7 の排泄量は最大となり、粗飼料の割合が低い

高CP飼料を給与すると排泄量が最も少なくなることを報

告した。これらの結果は、飼料の組成と CP 含量が乳牛

における E. coli O157：H7 の排泄に影響を与える可能性

があることを示しているが、飼料に DDGS を配合しても

影響はなかった。 

現在、行われている DDGS の給与レベルが牛挽肉の

E. coli O157：H7汚染の要因となっていることを示す科学

的な証拠はない。さらに、発酵併産物の給与と E. coli 排

泄との間に関連がある可能性があるとしても、そのメカ

ニズムは解明されていない。ルーメン液と糞便を混合し

て培養した In vivo試験においても、E. coli O157：H7のコ

ロニーに対する発酵併産物の影響は見られなかった

（Callawayら、2008）。食肉供給の様々な場所で食肉への

E. coli O157：H7を含む細菌の汚染が発生する可能性が

あり、その原因は飼料や飼料原料のみに限定されてい

ないことを認識することが重要である。 

DDGS は L. monocytogenes の排泄を増

加させるのか? 

L. monocytogenes の牛の糞便への排泄に対する飼料

組成または DDGS 給与による影響についての研究は行

われていない。Fenlon ら（1996）は、サイレージを給与し

始めた後に、1 牛群の約 30％の牛が L. monocytogenes

を排泄したと報告している。Ho ら（2007）は、調査したサ

イレージ試料の 38％で L. moncytogenesが検出され、そ

のサイレージを給与した牛の 94％が調査期間中に少な

くとも一度、糞便中に L. moncytogenes を排泄したと報告

している。Biswasら（2016）は、乳牛にListeriaで汚染され

たアルファルファ乾草を多く含む飼料を給与すると、乳牛

から Listeria が排泄されたことを明らかにしている。これ

らの研究者らは、粗飼料の割合が高い飼料または低 CP

飼料を給与すると、粗飼料の割合が低いまたは高CP飼

料を給与した場合と比べて、Listeria が多く排泄されるこ

とを示している。しかし、この研究で使用された DDGS に

は、検出可能なレベルの E. coliまたは Listeria属菌は含

まれていなかった。 

結論 

食品に対する安全規制が取られているにも関わらず、

食品を媒介する病原細菌は、世界の多くの国でヒトの健

康に対する重大な脅威であり続けている。屠畜後の衛生

管理により、肉および乳製品における E. coli O157：H7と

Listeria の汚染は減少したが、屠畜前の介入戦略を採用

することで、肉および乳製品が食物連鎖に入る前に、食

中毒の発生リスクをさらに減らすことが出来る。飼料の

組成やいくつかの飼料原料は、E. coli O157：H7の排泄レ

ベルを変えるように見られるが、これらの影響は一貫し

ているわけではない。断食あるいは低品質の粗飼料の

給与は、牛からの E. coli O157：H7 の排泄量が増加する



3 
 

こと、牛を高穀物飼料から高品質の乾草主体の飼料に

切替えると、E. coli O157：H7 が減少することが示されて

いる。給与飼料が反すう家畜の腸内細菌叢に影響を及

ぼすメカニズム（競争的排除、物理的排除、飼料の品質、

タンニン、リグニン、その他のフェノール類などの含量な

ど）を特定し、実用的な飼料給与戦略をとるためには、E. 

coliと E. coli O157：H7の生態学な問題を含めてさらなる

研究が必要である。また、乳牛および肉用牛における

Listeriaの排泄に対する飼料組成の影響および様々な飼

料原料の使用についてはほとんど知られていない。 
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